
中のアドバイス、練習問題が役に立つだろう。しかし、ほんとんどの翻訳授業では受講している学

生の母語が同じであるという状況であるため、長谷川氏が用意した練習問題の中から、各教員が

担当する授業にあった問題や例文などを選び、授業で行えばよいと考える。  
教科書の構成は良く、翻訳テクニックなどの実例を数多く提供しているため、授業で使用する学

生達は将来行うであろう翻訳業を想像しながら、翻訳作業において頻繁に直面する問題や、翻訳

作業に必要な能力をしっかりと把握できるだろう。教科書を使用する者の英語力もしくは日本語力

が十分ではなく、練習問題や例文などが難しすぎる場合には、教員がレベルを調整する必要があ

るかもしれない。ただし、学生達に挑戦させることにより、翻訳能力だけではなく第二言語の文法

の知識や運用能力を向上させ、異文化理解を深めるチャンスとなる。課題の演習を通じてリサー

チ力を磨き、英語辞典・日本語辞典の使用にも慣れてくるだろう。翻訳者にとって特殊な用語を調

べる能力（言語資料、コーパスなどを使うこと）も重要であるため、例文を繰り返し翻訳することで、

そのスキルを高めることができる。さらに、この教科書を使用することで学生達は、グループプロジ

ェクトにおける協力・分業などを学ぶことができるため、学生同士で翻訳作業を行う貴重な機会に

なると思われる。 
現在、英語を母語として話す和文英訳のできる翻訳者が少ない状態であるため、翻訳者の第

二言語である英語に翻訳する仕事が今後増えていくと長谷川氏は論じる。ある章では翻訳の歴史、

現代的な翻訳技法（例として、原文著者の文化、アイデンティティなどを保つことの重要性）に焦

点を当て、わかりやすく説明されているため、教科書を使用する者は様々なスキルを得ることがで

きる。多くの教員が翻訳の授業でこの素晴らしい教材を使用することとなれば、未来の日本人翻

訳者たちは、和文英訳作業における必要な能力を高めることができ、十分に将来の仕事に備える

ことが可能となるだろう。 
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